
①胸高直径又は注入部の直径を測り、使用薬剤量を決める

②ドリルで孔をあける

③専用注入器で薬剤を孔へ注入する

各樹種の適正な位置に
ドリルにて注入孔をあけます。

注入孔底近くまでノズルを差し込み、
薬剤を注入。緩やかにノズルを引き抜く。

孔径7または10mm、
角度45°、
深さ6〜 7cm
程度の注入孔を
あけます。

※専用薬剤注入器の取扱方法は、薬剤注入　
器セット (別売り )へ同封されている取扱　
説明書を参照の上　ご使用ください。

使用方法と作業手順

100cm

50cm
注入部

胸
高
直
径

100100
～ 120cm～ 120cm

注
入
部
の
直
径

10 ～ 30cm10～ 30cm

やぶつばきの場合

胸高又は注入部直径

胸高又は注入部直径

4㎖／孔
注入量早見表

2㎖／孔

以下、直径が１０ｃｍ増す毎に12㎖を追加する

以下、直径が１０ｃｍ増す毎に6㎖を追加する

注入量

注入量

注入孔数

注入孔数

8〜 12㎖

2㎖

12〜 24㎖

2〜 12㎖

24〜 26㎖

12〜 24㎖

6〜 10cm

6〜 10cm

10〜 20cm

10〜 20cm

20〜 30cm

20〜 30cm

2〜 3

1

3〜 6

1〜 6

6〜 9

6〜 9

ウ ッ ド ス タ ー 技 術 情 報



補助器を使わない場合 補助器を使う場合

④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）
④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）
④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）
④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）

6～7
cm
6～7
cm

①穴あけ（注入孔の作成）①穴あけ（注入孔の作成）

グリップを
握ったまま
引き抜く

抜いた後、注入器を水平に
してからグリップを緩める
抜いた後、注入器を水平に
してからグリップを緩める

③注入器を抜く③注入器を抜く

②補助器のセット
薬剤の注入

②補助器のセット
薬剤の注入

補助器

45° Φ5～Φ10mm

6～7
cm
6～7
cm

①穴あけ（注入孔の作成）①穴あけ（注入孔の作成）

②薬剤の注入②薬剤の注入

④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）
④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）

③注入器を抜く③注入器を抜く

グリップを
握ったまま
引き抜く

抜いた後、注入器を水平に
してからグリップを緩める
抜いた後、注入器を水平に
してからグリップを緩める

45° Φ7orΦ10mm

補助器を抜く

ウッドスターの使用方法

ウッドスター技術情報



補助器を使わない場合 補助器を使う場合

②補助器のセット
薬剤の注入

②補助器のセット
薬剤の注入

補助器

6～7
cm

①地際部に穴あけ
   （注入孔の作成）
①地際部に穴あけ
   （注入孔の作成）

④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）
④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）

②薬剤の注入②薬剤の注入

6～7
cm

①地際部に穴あけ
   （注入孔の作成）
①地際部に穴あけ
   （注入孔の作成）

④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）
④注入孔処理（注入孔を塞ぐ）
（推奨商品：カットパスター）

45° 45°Φ10mm Φ5～Φ10mm

補助器を抜く

③注入器を抜く③注入器を抜く

グリップを
握ったまま
引き抜く

抜いた後、注入器を水平に
してからグリップを緩める
抜いた後、注入器を水平に
してからグリップを緩める

グリップを
握ったまま
引き抜く

抜いた後、注入器を水平に
してからグリップを緩める
抜いた後、注入器を水平に
してからグリップを緩める

③注入器を抜く③注入器を抜く

①地際部に穴あけ
   （注入孔の作成）

①地際部に穴あけ
   （注入孔の作成）

6～7
cm

6～7
cm

ウッドスター技術情報
ウッドスターの使用方法（クビアカツヤカミキリを対象に使用する場合）



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

被害木（フラスが排出されている樹）
→落花後、5月～10月（落葉始期）

健全木（フラスが排出されていない樹）
落花後、6月下旬（幼虫発生前）～9月

幼虫は2～3年かけて成長する

防除適期　

防除適期　

幼虫 蛹 成虫

卵

幼虫（摂食） 幼虫（休眠・越冬）

１

2

●薬剤の注入部位は地際部を標準とすること。
●被害木（フラスが排出されている樹）は薬剤が分散しにくい場合があるので、クビアカツヤカミキ
　リの食入孔をさけて注入すること。
●樹体内中の幼虫の完全駆除には、複数年の連続処理が効果的である。
●新品種に本剤を初めて使用する場合は、使用者の責任において事前に薬害の有無を十分確認して
　から使用すること。なお林業関係機関、林業技術者等の指導を受けることが望ましい。
※その他、製品ラベルに記載されている注意事項を守って使用してください。

クビアカツヤカミキリを対象に使用する場合の注意事項

ウッドスターの使用方法（クビアカツヤカミキリに使用する場合）

ウッドスター技術情報



Point1

Point2

Point3

薬剤飛散の問題点を解消します

計画が立てやすく作業負担が少ない処理方法です

樹木への負担が少ない

街路樹や公園など人通りのあ
る場所でも処理できます

曜日や時間帯を選ばずに作業
計画を立てることが出来ます

薬剤の飛散により、車や建造
物の塗装に影響を与える心配
がありません（※）

動力噴霧器や作業車など大が
かりな機材を必要としません

※薬剤が直接付着すると変色するおそれがあるため、こぼさないよう注意して下さい。

学校や通学路など散布がしに
くい場面でも処理できます

周辺住民への事前告知の負担
が軽減されます

近隣の民家に洗濯物があって
も処理できます

風が強い日でも作業ができる
など、天候の影響を受けにく
い処理です

CALENDERCALENDERCALENDERCALENDER

社内試験の結果、薬害が認められなかった樹種
分　類 樹　種

サクラ、ケヤキ、ハナミズキ、トウカエデ、ナナカマド、プラタナス、
アオギリ、アメリカフウ、モミジ、エンジュ、クヌギ、コナラ、ブナ、デイゴ、
ハクモクレン、ハルニレ、ユリノキ

クスノキ、アオキ、イチイガシ、ガジュマル、カナメモチ、クロガネモチ、
サンゴジュ、ツバキ、マサキ、マテバシイ、ヤマモモ

アカマツ、クロマツ、イヌマキ、カイズカイブキ

落葉広葉樹

ドウダンツツジ落葉広葉樹

高木
常緑広葉樹

針葉樹

中低木

カナリーヤシヤシ類

ツツジ、サザンカ、ツゲ常緑広葉樹

ウッドスター技術情報
ウッドスター 3 つのポイント



アメリカシロヒトリの発生経過とウッドスターの施工時期

モンクロシャチホコの発生経過とウッドスターの施工時期

モンクロシャチホコの発生経過とウッドスターの施工時期

施工適期

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
越冬＝蛹

成虫 成虫
幼虫 幼虫

卵 卵

越冬＝蛹

発生時期・施工時期は使用する地域によっ
て異なります。使用前に、林業試験場・林
業指導者等に発生時期を確認してから施工
時期を決めてください。

幼虫による被害状況

若齢幼虫 成虫

施工適期

蛹

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
越冬＝卵

成虫
幼虫

越冬＝卵

発生時期・施工時期は使用する地域によっ
て異なります。使用前に、林業試験場・林
業指導者等に発生時期を確認してから施工
時期を決めてください。

終齢幼虫

成虫と卵

施工適期

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
越冬＝蛹

成虫
幼虫

卵

越冬＝蛹

発生時期・施工時期は使用する地域によっ
て異なります。使用前に、林業試験場・林
業指導者等に発生時期を確認してから施工
時期を決めてください。

モンクシロシャチホコ被害状況

幼虫

ウッドスター技術情報



チャドクガの発生経過とウッドスターの施工時期

マツカレハの発生経過とウッドスターの施工時期

オビカレハの発生経過とウッドスターの施工時期

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
越冬＝卵

成虫

幼虫幼虫
卵 越冬＝卵

蛹
成虫

蛹

施工適期

発生時期・施工時期は使用する地域によっ
て異なります。使用前に、林業試験場・林
業指導者等に発生時期を確認してから施工
時期を決めてください。

チャドクガ幼虫による被害状況

オビカレハによる被害状況

若齢幼虫 成虫

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
越冬＝卵

幼虫
越冬＝卵

成虫
蛹

施工適期

成虫

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
越冬＝幼虫

成虫
蛹

卵

越冬＝幼虫

施工適期

発生時期・施工時期は使用する地域によっ
て異なります。使用前に、林業試験場・林
業指導者等に発生時期を確認してから施工
時期を決めてください。

マツに使用する場合は、注
入時期により、樹脂流失に
よる注入不良が発生するお
それがあるので、注入孔を
開けたら直ちに薬剤を注
入してください。なお、樹
脂流出の異常なマツや、枝
葉が変色したマツには使用
しないでください。

発生時期・施工時期は使用する地域によっ
て異なります。使用前に、林業試験場・林
業指導者等に発生時期を確認してから施工
時期を決めてください。

若齢幼虫

幼虫

ウッドスター技術情報



イラガの発生経過とウッドスターの施工時期

プラタナスグンバイの発生経過とウッドスターの施工時期

ブナハバチの発生経過とウッドスターの施工時期

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
越冬＝蛹

成虫 成虫

幼虫 幼虫
卵 卵

越冬＝蛹

施工適期

発生時期・施工時期は使用する地域によっ
て異なります。使用前に、林業試験場・林
業指導者等に発生時期を確認してから施工
時期を決めてください。

若齢幼虫

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
越冬＝蛹

成虫

幼虫
卵

越冬＝蛹

施工適期

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
越冬＝成虫

成虫

幼虫
卵

成虫

幼虫
卵

成虫

幼虫
卵

越冬＝成虫

施工適期

成虫

成虫

発生時期・施工時期は使用する地域によっ
て異なります。使用前に、林業試験場・林
業指導者等に発生時期を確認してから施工
時期を決めてください。

発生時期・施工時期は使用する地域によっ
て異なります。使用前に、林業試験場・林
業指導者等に発生時期を確認してから施工
時期を決めてください。

プラタナスグンバイ被害状況

ブナハバチ被害状況

幼虫

幼虫
神奈川県自然環境保金センター報告
第14号より引用

ウッドスター技術情報



5日後3日後1日後

100
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40

20

0

マ
ヒ
死
虫
率
（
％
） 7日後 10日後

■ ウッドスター　■ A剤　■ 無処理

試験機関：長野県林業総合センター
処理方法：2014年6月20日に胸高直径15cm程度のサクラにウッドスター16㎖を注入した場合、放虫10日間の調査結果

■ ウッドスター　■ 無処理■ ウッドスター　■ 無処理

2化期幼虫
8月1日採取葉
（注入92日後）

1化期幼虫
6月3日採取葉
（注入33日後）

100
80
60
40
20
0

（％）
100 99

73

マ
ヒ
死
虫
率
（
％
） 2化期幼虫

8月6日採取葉
（注入106日後）

1化期幼虫
6月10日採取葉
（注入49日後）

100
80
60
40
20
0

（％） 91 97

60

マ
ヒ
死
虫
率
（
％
）

試験機関：長野県林業総合センター
処理方法：2013年5月1日に胸高直径15cm程度のサクラにウッドスター
16㎖を注入した場合、放虫10日目の調査結果

試験機関：岐阜県森林研究所
処理方法：2013 年 4月22日に胸高直径 25cm程度のサクラにウッド
スター32㎖を注入した場合、放虫10日目の調査結果

死
虫
率
（
％
） 調査部位南 西東 北 中央

中央
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0

100

0

100

0

100

0

100

0
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死
虫
率
（
％
）

100
80
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40
20
0

調査部位南 西東 北

100 100

0

100 100 100

0

■ ウッドスター　■ 無処理

死
虫
率
（
％
） 調査部位南 西東 北 中央

中央

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100
80
60
40
20
0

死
虫
率
（
％
）

100
80
60
40
20
0

調査部位南 西東 北

100 100

0

100 100 100

0

■ ウッドスター　■ 無処理 試験機関：
鹿児島県森林技術総合センター
処理方法：
2013年4月30日に地際部直径13cm程
度のやぶつばきにウッドスター4㎖を注
入した場合、放虫10日目の調査結果

試験機関：
鹿児島県森林技術総合センター
処理方法：
2015年3月26日に胸高直径15cm程度
のさざんかにウッドスター16㎖を注入し
た場合、放虫10日目の調査結果

■ ウッドスター　■ A剤　■ 無処理

5日後3日後1日後

100

80

60

40

20

0

マ
ヒ
死
虫
率
（
％
）

7日後 10日後

試験機関：岐阜県森林研究所
処理方法：2015年4月27日に胸高直径15cm程度のサクラにウッドスター16㎖を注入した場合、放虫10日間の調査結果

注入61日後のモンクロシャチホコに対する殺虫効果（放虫試験）

注入16日後のマイマイガ2令幼虫に対する殺虫効果（放虫試験）

注入111日後の処理樹の各調査部位における殺虫効果

注入22日後のチャドクガに対する殺虫効果（放虫試験）

新葉展開後処理の殺虫効果1 新葉展開後処理の殺虫効果2

ウッドスター技術情報

モンクロシャチホコの幼虫に対する効果（2014 年度 林業薬剤協会試験成績より抜粋）

マイマイガに対する効果試験（2015 年度  林業薬剤協会試験成績より抜粋）

チャドクガの幼虫に対する効果（2013 年度及び 2015 年度 林業薬剤協会試験成績より抜粋）

アメリカシロヒトリの幼虫に対する効果（2013 年度 林業薬剤協会試験成績より抜粋）
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処理前日 1日後 7日後 14日後 21日後 27日後 35日後 42日後 56日後49日後

 　　 ウッドスター A剤 無処理

試験機関：京都府病害虫防除所
試験方法：2013年6月14日（第1世代成虫と第2世代成幼虫の混在時期）に胸高直径30cm程度のプラタナスにウッドスター20㎖を注入した場合

卵
・
幼
虫
死
亡
率
（
％
）

■ 卵　■ 1齢幼虫　■ 2～4齢幼虫

無処理区ウッドスター

100

80

60

40

20

0

試験機関：神奈川県自然環境保全センター
処理方法：2014年4月15日に胸高直径15cm程度のブナにウッドスター約5㎖を注入し、注入後5～12日後に成虫を放虫し産卵させ、放虫25日後の
卵及び幼虫の調査結果

マ
ヒ
死
虫
率
（
％
） 東 南 西

ウッドスター 無処理
北 頂点 合計 東 南 西 北 頂点 合計

100

80

60

40

20

0

■ マヒ死亡率1日目　■ マヒ死亡率3日目　■ マヒ死亡率5日目

試験機関：東京都農林総合研究センター
処理方法：2017年6月26日に胸高直径8cm程度のアメリカフウにウッドスター8㎖を注入した場合、放虫5日間の調査結果

 　　 ■ ウッドスター ■ A剤 ■ 無処理

100
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（
％
） 5日後3日後1日後 7日後 10日後

試験機関：鹿児島県森林技術総合センター
処理方法：2017年4月4日に胸高直径18cm程度のマツにウッドスター24㎖を注入した場合、放虫10日間の調査結果

注入56日後までのプラタナスグンバイ成虫及び幼虫に対する防除効果

注入169日後のマツカレハ幼虫に対する殺虫効果（放虫試験）

注入30日後のイラガ幼虫に対する殺虫効果（放虫試験）

注入25日間のブナハバチの産卵個体死亡率

プラタナスグンバイの成虫及び幼虫に対する効果（2013 年度 林業薬剤協会試験成績より抜粋）

マツカレハの幼虫に対する効果（2017 年度 林業薬剤協会試験成績より抜粋）

アメリカフウイラガの幼虫に対する効果（2017 年度 林業薬剤協会試験成績より抜粋）

ブナハバチの幼虫に対する効果（2014 年度 林業薬剤協会試験成績より抜粋）

ウッドスター技術情報



10mm 孔

5mm 孔

5mm 孔

2016 年 5月 26日施工

2016年 5月 26日施工

2016年 5月 26日施工

4日後

4日後

47日後

47日後

134日後

134日後

237日後

237日後

せん孔後、47日後に表面の孔はほぼふさがり、134日後に穴はふさがった。
237日後には、再生組織が盛り上がる形になった。

5mmで開けた穴は、2か月後にふたができるように穴はふさがった。
10mmで開けた穴は、1年 2か月後に空洞が再生組織で埋められていた。

ウッドスター技術情報

さくらの穴の修復事例

樹内の変化


